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自民党 54人
民進党 19人
公明党 8人
共産党 5人
市民ネット・社民・無所属 4人
護憲保守の会 1人
千葉県民の声 1人
いんば無所属の会 1人
かとり無所属の会 1人
我孫子無所属の会 1人
 定数95人 現員95人
   （平成２8年5月13日現在）

ちば県議会だより  平成28年［2016年］8月5日（金曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は平成28年11月5日の予定です。
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　6月21日（最終日）の本会議において、第70代議長に
宇野裕議員、第68代副議長に木名瀬捷司議員が選出され
ました。就任にあたり、宇野議長は「真の豊かさを実感でき
る県民生活を実現するため、議会機能の一層の充実強化
を図り、620万県民の負託と信頼に応えるため、誠心誠意
その職務に当たりたい。」と抱負を述べました。
　また、木名瀬副議長は「議長を支え、公正かつ円滑な議
会運営のため全力を尽くしたい。」とあいさつしました。

議長、副議長紹介
6月2日（木）6月3日（金）
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。
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さ
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。
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催
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。
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員
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論
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行
わ
れ
、採
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結
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案
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い
て
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案
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決
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。
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追
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事
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由
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決

の
結
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意
さ
れ
ま
し
た
。
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。
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員
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て
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。

　
最
後
に
本
間
進
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議
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　5月27日（金）の本会議散会後、ちば
中学生県議会が開催されました。
　県議会への関心を高めるとともに、
中学校社会科の「民主政治と政治参加」
の体験学習として、県内の公立・私立
中学校から95校、190名が参加しました。
　本間議長、内藤教育長のあいさつに続き、森田知事から県政の概要説明が行われ、
その後、10名の中学生議員が登壇し、県の施策等について質問し、関係課長等が答
弁を行いました。
　最後に、「東京オリンピック・パラリンピックに向けたおもてなしの取り組みと
観光立県ちばづくりに関する決議」を全員一致で可決し、石橋副議長のあいさつの
後、ちば中学生県議会は終了しました。

　2020年、日本で東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会が開催されることとなり、千
葉県も複数種目の競技会場に選ばれました。
　これを受けて、国内だけでなく、海外からも
多くの選手や観客、観光客の方たちが、千葉県
を訪れることが予想され、千葉の豊かな自然
や文化、食などの魅力を知ってもらう大きな
機会になるほか、参加国の事前キャンプ地で
は、選手団の皆さんとの国際交流も期待され
ます。

　また、千葉県は、県内に、多くのスポーツ競技
チームがあり、ちばアクアラインマラソンなど
のスポーツイベントや大会も充実している、ス
ポーツが盛んな県ですので、さらなるスポー
ツ振興にも弾みがつくと考えます。

　両大会の開催は、千葉の魅力を世界にア
ピールし、千葉県が、今後も、さらに発展してい
くための絶好の機会です。

　そのためには、競技会場や、事前キャンプ地
の競技施設等の整備はもとより、県内各地を
スムーズに移動できる交通網の整備や宿泊施
設の整備など、千葉県を訪れる方の受入体制
をしっかりと整える必要があります。

　また、千葉県を訪れた方が、これを機会に、
県内を周遊して、各地域の魅力を十分に楽し
んでもらえる観光地整備や、それを紹介する
情報発信なども重要です。

　さらには、私たち中学生もできることとし
て、様々な語学を学び、選手や海外から訪れる
方に対して積極的に交流を行ったり、ボラン
ティア活動に参加したりと、心からのおもてな
しに努めることが大事だと考えます。

　こうしたことから、ちば中学生県議会では、
千葉県を訪れる選手や観客、観光客の皆さん
に“千葉に来てよかった。次もぜひ訪れたい。”
と思っていただけるよう、私たち中学生をはじ
め、行政、事業者、民間団体など全ての千葉県
民が、おもてなしの心を養うとともに、千葉の
魅力を十分に楽しんでもらうための施設整備
や人づくりに力を入れ、東京オリンピック・パ
ラリンピックに向けた「おもてなしの取り組み
と観光立県ちばづくり」に努力していくこと
を、強く希望します。

　以上、決議する。

　　平成28年5月27日 ちば中学生県議会

ちば中学生県議会を開催 東京オリンピック・パラリンピックに向けた
おもてなしの取り組みと観光立県ちばづくり
に関する決議

議長・副議長を務めた中学生

質問、答弁に真剣に耳を傾ける中学生議員


